
・複数の路線が集中し、多くの区間で重複している上、どの路線がどのような経路で運行して
いるか分かりづらい状況がみられる。課いるか分かりづらい状況がみられる。
・人口集中が見られる市中心部近辺にも公共交通不便地域が存在している。
・市民の移動ニーズと現在の公共交通サービスとの間にズレが生じている。

題

至 南関町

・市民の移動ニーズと現在の公共交通サービスとの間にズレが生じている。

至 南関町
至 和水町九州看護

福祉大学前

新玉名駅

福祉大学前

新玉名駅

♨

至 山鹿市
熊本市

玉名温泉

市役所前

築地立願寺線

熊本市

北稜高校前

市役所前

築地立願寺線
至 荒尾市

至 熊本市

中町

至 熊本市

至 長洲町
玉名駅前

至 長洲町
・荒尾市

玉名駅前

概
要
・市外線は、市域内において玉名駅までを効率的に運行する。
・市域内の移動は、玉名駅を起点とする新たな循環バス（２ルートを想定）が主に担う。

概
要・市域内の移動は、玉名駅を起点とする新たな循環バス（２ルートを想定）が主に担う。

至 和水町

至 南関町

至 和水町

九州看護
福祉大学前

医療センター★

至 南関町
④案Ａと同じ。

新玉名駅

福祉大学前
医療センター★

⑥市域内の移動手段とし 新玉名駅

循環バスルート② 玉名バイパス

⑥市域内の移動手段とし
て新たに循環バス２ルー
トを運行する。

♨
玉名バイパストを運行する。

市役所前
循環バスルート① 至 山鹿市

熊本市

玉名温泉

市役所前

北稜高校前
築地立願寺線

熊本市

築地立願寺線
立願寺橋×

市民会館前★
至 荒尾市 ①玉名駅前、中町を市外線

と循環バスとの乗継ポイン市民会館前★

⑤案Ａと同じ。

と循環バスとの乗継ポイン
トとして位置付ける。

⑤案Ａと同じ。

中町

至 熊本市
②荒尾線、長洲線を
玉名駅止めとする。

③植木経由熊本線は、玉名温玉名駅前

至 熊本市

至 長洲町

玉名駅止めとする。

泉経由を改め、ゆめタウン
（国道経由）とする。

玉名駅前
至 長洲町

・荒尾市

・市外線は、市外から市域内の乗継ポイント（玉名駅、中町、玉名市役所）まで運行する。
・市域内の移動は、玉名駅を起点とする新たな循環バス（２ルートを想定）が主に担う。

概
要

至 和水町

・市域内の移動は、玉名駅を起点とする新たな循環バス（２ルートを想定）が主に担う。
概
要

④新玉名駅を経由する山鹿線、
南関線、大学線は、バイパス経至 南関町

至 和水町

九州看護
福祉大学前

由を改め県道経由とし、医療セ
ンター前★を経由する.。

医療センター★

至 南関町

新玉名駅

福祉大学前

⑥市域内の移動手段とし

医療センター★

新玉名駅⑥市域内の移動手段とし
て新たに循環バス２ルー
トを運行する。 循環バスルート② 玉名バイパストを運行する。

♨
玉名バイパス

循環バスルート① 至 山鹿市
熊本市

玉名温泉

市役所前
熊本市

⑦山鹿線、南関線は、玉

市役所前

北稜高校前
築地立願寺線

立願寺橋×
至 荒尾市

名市役所止めとする。

市民会館前★

築地立願寺線

⑤立願寺橋バス

市民会館前★

①玉名駅前、中町、市役
所を市外線と循環バスと⑤立願寺橋バス

停は、廃止する
（市民会館前★

所を市外線と循環バスと
の乗継ポイントとして位
置付ける。（市民会館前★

で代替）。

置付ける。

②荒尾線、長洲線を
玉名駅止めとする。 至 熊本市

中町

③植木経由熊本線、河内経由

玉名駅止めとする。 至 熊本市

至 長洲町
玉名駅前

熊本線は、中町バス停止めと
する。

至 長洲町
・荒尾市

玉名駅前

概
要
・市外線は、市外から市域内の乗継ポイント（玉名駅、中町）まで運行する。
・市域内の移動は、玉名中町を起点とする新たな循環バス（１ルートを想定）が主に担う。

概
要・市域内の移動は、玉名中町を起点とする新たな循環バス（１ルートを想定）が主に担う。

至 和水町

至 南関町

至 和水町

九州看護
福祉大学前

至 南関町

医療センター★

④案Ａと同じ。

福祉大学前

⑥市域内の移動手段とし 新玉名駅

医療センター★

⑥市域内の移動手段とし
て新たに循環バス１ルー
トを運行する。 玉名バイパス

新玉名駅

トを運行する。

♨
玉名バイパス

循環バスルート 至 山鹿市
熊本市

玉名温泉

市役所前
熊本市

北稜高校前

市役所前

築地立願寺線
立願寺橋×

至 荒尾市
市民会館前★

築地立願寺線
①玉名駅前、中町を市外線
と循環バスとの乗継ポイン市民会館前★

⑦山鹿線、南関線は、
玉名駅・下町を経由し、 ⑤案Ａと同じ。

と循環バスとの乗継ポイン
トとして位置付ける。

玉名駅・下町を経由し、
中町を起終点とする。

⑤案Ａと同じ。

②荒尾線は中町に延伸、

至 熊本市

中町
②荒尾線は中町に延伸、
長洲線はゆめタウン（国
道）経由で中町を起終点

至 熊本市

至 長洲町
③植木経由熊本線、河内経玉名駅前

とする。

至 長洲町
・荒尾市

③植木経由熊本線、河内経
由熊本線は、中町バス停止
めとする。

玉名駅前

めとする。


